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■ 点  鐘        濱田 会長 

 

■ ロータリーソング 

「それでこそロータリー」 

 

 
 

 

ソングリーダー  貝嶋 政治 副会長 

 

 

会長挨拶    濱田   聖子会長 

 
 

皆様こんばんは！先週は「世界につい

て語ろう」例会では植原会員のオース

トラリア巡りを、楽しく聞く事が出来 

世界の旅行も又たのしいのかなぁ～

という気分にさせて頂きました。あり

がとうございました。 

さて今日は「広報・雑誌・ITについて

例会」です。会長の役割を頂いて会報

をよく読む様に成り、楽しさを味わい

ました。又会報委員長始め、皆様が 

会報を作り上げるまでの苦労を知り 

頭が下がるばかりです。 

ベイロータリーに入り振り返ってみ

２０２２－２０２３年度 第３０回通算第１１７５回） 

プログラム『広報・雑誌・ITについて例会』【担当】広報・雑誌・IT委員会 

■日時：令和５年２ 月２１日（火）１８時 30分～ ■例会場：ANA クラウンプラザホテル釧路 

【会長】濱田 聖子 【副会長】貝嶋 政治 【幹事】千葉 潔 【副幹事】遠藤 若枝 
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ると会長役を頂き毎週会長報告のス

ピーチのお陰で、壇上に立っていても

あまり上がらなくなりました。それよ

りも毎週会長報告の原稿を考えパソ

コンで打つ機会が多くなり、下手なが

らもパソコンに向かうのが少しずつ

楽しく成りました。エレクト会長の話

を頂いてパソコン学校に通い始めま

した。又合同事務所の三浦様のご主人

にパソコン先生にお願いし何度も来

ていただき教えて頂いたことで何と

か文章を打つ事が出来る今日です。  

その文章を会報の担当者に送る手順 

そしてその会報をカラーに仕上げる

スキルも身に付きました。出来ると 

すごく嬉しいですね。パソコンに向か

っている時が苦になりません。これは

ベイロータリーに入っての私の成長

です。 ベイロータリーに導いて頂い

たスポンサーの春日さんのお陰です。 

又会長役を頂いたお陰かと感謝して

おります。今日で 30 回目を迎えまし

た。残すところ 16 回です。大いにパ

ソコンに親しみ、楽しみたいと思って

おります。 

会報・雑誌・ＩＴ委員会よろしくお願

いいたします。 

■幹事報告     千葉 潔 幹事 

 

①  国際ロータリー第 2500 地区ガ

バナー事務所様より トルコ・シリ

ア大規模地震に関わる災害義援の 

お願いが届いております。 

次週のひなまつり例会におきまし

て、皆様からの善意のご寄付をお

願いしたいと思います。会員の皆

様よろしくお願い致します。 

② 明日 2 月 22 日、北ロータリーク

ラブ様への集団メーキャップ参加

の皆様へご連絡致します。 

例会のスタートが 12 時 30 分で

すので、プリンスホテル 1F に 12 

時集合とさせて頂き、全員で会場に

入りたいと思います。 

よろしくお願い致します。 

■委員会報告 

 

 大越親睦活動委員会 委員長 

 

■各種記念日の紹介 

該当者はありません 

★本日のニコニコ献金 

18,000円     累計 841,000円 

小銭献金    累計  3,327円  

【横山委員長、宜しくおねがいします】 

濱田聖子さん、千葉潔君、大越拓也君、 

澤田雅仁君、後藤義信君、貝嶋政治君 

葭本正美君 

【今日は宜しくお願いします】 

横山豊君、伊藤広樹君 
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 横山広報・雑誌・IT委員長 

 

本日の卓話は伊藤副委員長、森君、後

藤君の 3名で行う予定でしたが、森君

が参加できなくなりましたので、僕が

森君の替わりを務めさせて頂きます。 

準備の時間が充分でありませんでし

たので、今回は公報で撮りためた写真

を皆さんに観ていただこうと思いま

すのでよろしくお願い致します。 

※ガバナー公式訪問、出港式他の写真

を５０枚紹介。写真の掲載は紙面の都

合上割愛。それでは時間になりました

ので後藤君にバトンタッチいたしま

す。ありがとうございました。 

   後藤 義信君 

 

みなさん、こんばんは。寒い日が続い

ています。体調はいかがでしょうか。

最近は、コロナの感染者数もぐっと少

なくなって、このまま収束してくれれ

ばいいなと思います。 

さて、本日は、会報・雑誌・IT委員会

担当によります卓話です。 

担当者 3名で卓話をするということで

私も少しお話することになりました

ので、どうぞお聞きください。 

私が釧路ベイロータリークラブに入

会したのは 2016 年の 2 月ですので、

早いものであっという間に丸 7年にな

りました。 

1 年目と 2 年目は親睦活動委員会に所

属していまして、3 年目から今までの

4年間はずっと会報・雑誌・IT委員会

に所属しています。去年は小平さんが

会報・雑誌・IT委員会の委員長で、私

と 2人で卓話をしました。その時は IT

に関する卓話をしました。その前にも

1 度、卓話をした記憶があります。今

回で 3回目で、何をはなそうか迷いま

した。 

釧路ベイロータリークラブの細則に

は、第 9条の委員会の項目にいろいろ

な委員会の規定があり、第 3節に会報、

雑誌、ITについて書かれています。会

報作成のほかにも出席率の向上です

とか、会員の教育とか、会員以外への

広報などを行うように書かれていま

す。しかし、私の場合、次の週の火曜

日まであっという間にすぎてしまっ

て、会報作成だけでやっとで、とても

他の出席率の向上ですとか、教育、外

部への広報はできていませんでした。

本日のプログラム 

「広報・雑誌 

   ITについて例会」 

担当 広報・雑誌・IT委員会 
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広報活動は、会員増強にも繋がってい

きますので、最近特に重要性を実感し

ているところです。現在の釧路ベイロ

ータリークラブでは会員の増強が喫

緊の課題になっていますから。 

私も誰かいないかと考えてはみまし

たが、仕事上の知り合いが少なく、友

人も知人もそれほど多くないので、ベ

イの会員になることを勧める人は全

然思い当たらず、情けなく感じていま

す。だからこそ、なおさら私にとって

は、この釧路ベイロータリーの人と人

の繋がりが重要なんだなあと思いま

した。なかなかこういう集まりは他に

はないので、たいへん貴重なものだと

思います。ロータリーに入るのと入ら

ないのでは、明らかに人生が全く違う

ものになると思います。ロータリアン

はこの第 7 分区だけで 200 人以上い

て、2500 地区だと 2000 人以上です。

日本国内には 8 万人以上、世界だと

100 万人以上で、たいへんな数でロー

タリアンの仲間意識も大変強いので、

すごいなといつも感じていました。で

すから多少時間がとられて、お金もか

かったとしても入会して本当によか

ったと思っています。しかしそう思う

ようになるまで時間がかかって、私の

場合 5年くらいかかったかなと思いま

す。その一方でまた、時代の変化に応

じてクラブの方針も少し変化させる

ことも必要かと思います。ですから先

日の漆崎パストガバナーの提案は、大

変よいことと思いました。ロータリー

のあり方を変えてみると興味を示し

てくれる方が現われるかもしれませ

ん。具体的なことがうまく思い当たら

ず、うまく言えないのがちょっと心苦

しいのですが、以前から思っているこ

ととしては、例会の始まり時間を今の

6 時半から 7 時半にはできないのかな

とは思っていました。そうすれば、小

平さんも出てこられるのではないだ

ろうかなと思ったりもしていました。 

あと、だれか専門家の方をお呼びして

中小企業の社長さんが興味を引くよ

うな勉強会を開催して出席してもら

い、その後クラブへの入会を促すこと

ができたら入会してくれる方もいる

のかなと思ったりもしました。現実と

して実施できるかどうかは難しいと

思いますが、せめて 25 人くらいの会

員数がいればいいのにと本当に思っ

ています。 

あとは、私はベイ集会で飲みながらい

ろいろ意見を言い合うベイ集会が楽

しいので、4 回の例会のうち 2 ヶ月に

1 回を 3，4 班に分けて行うﾍﾞｲ集会を

例会に加えるという提案も大賛成で

す。また、これまでのスポーツ例会で

ボーリング大会も楽しかった記憶が

ありますし、年に 1回くらい温泉もい

いですね。楽しい例会を地道に行って

いれば少しずつ会員数も増えるのか

なと思います。正直、今まであまり感

じていなかったのですが、会員増強の

重要性を改めて感じるようになりま

した。会報・雑誌・ITの卓話ではなく

会員増強の話に変わってしまいまし

たが、短いのですがこのくらいで私の

本日の卓話を終了させていただきた

いと思います。ご清聴ありがとうござ
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いました。 

  伊藤 副委員長、 

 

会報とは、団体や組織が定期的に発 

行する、その団体や組織に関する 

情報をまとめた報告書のことです。 

会員向けに配布されることが多く、 

団体や組織の最新情報や活動内容 

、会員の声などが掲載されます。 

一方、広報とはある企業や団体が、 

広く一般の人々に向けて行う情報発 

信のことです。広告や宣伝、プレス 

リリース、ＳＮＳの活用など様々な 

手法があります。広報の目的は、そ 

の企業や団体の認知度を高める事や 

その団体や企業のイメージを良くす 

ること、新製品や新サービスの宣 

伝、社会的責任の発信などが挙げら 

れます。 

両者は、それぞれの目的や対象が異 

なりますが、その団体や企業の活動 

や情報を伝えるという点では共通し 

ています。また、会報も広報の一つ 

として捉えることもできます。会員 

向けに情報を提供することで、団体 

や企業の認知度を高めることもでき 

ますし、会員からの声を通じて、団 

体や企業のイメージを向上させるこ 

ともできます。 

ＩＴ（information Technology・情 

報技術）情報とは、日常生活の様々 

な事を無意識のうちに情報を活用し 

て暮らしています。具体的には人の 

名前や年齢、ライン、メールアドレ 

ス等々 毎日物凄い量の情報を処理 

しながら生活しています。これらの 

中でも、人にとって特に大事なのが 

「言葉」という情報です。 

 人は言葉という情報を活用して生 

き延び、文明を発展させたのです。 

技術とは、情報技術のなかでふたつ 

の条件コンピューター・インターネ 

ットを両方とも満たして情報を使う 

方法や手段がＩＴと呼ばれています 

。この技術を使うことによって情報 

が簡単に手に入るようになりました 

。誰でも・どこでも・早く・安く場 

合によっては人の体験談や口コミ情 

報までもが直ぐに手に入るようにな 

りました。 

これらの技術はこれからも益々進歩 

し続ける世界です。 

この様な世界で、ＩＴについて全く 

知らない人と知っている人とでは 

色々な格差が生じてしまいます。 

ＩＴを学んで損をすることはありま 

せん、様々な分野で発信や収集して 

活用できるでしょう。 
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《例会風景》 

 

 

 

 

 

 

 後藤委員長 出席報告 

 

 

 

在 籍 会 員 数 １９名 賜 暇 / 免 除 欠席 / メイクアップ 出 席 率 

今 週 の 出 席 率 
出席 

１０名 
名 /２名 ７名 / 名 ５９％ 

 日 修正出席率   名 名 / 名 名 / 名 ％ 

 

委員長   横山   豊：yokoyama_jiritsu@email.plala.or.jp            クラブ事務所 

      副委員長    伊藤 広樹 ：landito@peace.ocn.ne.jp       釧路市幸町14丁目1-1ノースコートサンスイ２F   

委     員    森 圭一郎：fujitokenkogyo@purple.plala.or.jp   TEL：（0154）23-6175  FAX：(0154)23-6213 

       委    員    後藤 義信：yoshinob510@outlook.com         URL://www.rc-kushiro.jp/bay/ 


